
ブヒィ！！　今年はボクが主役



新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
ご
ろ
は
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
力
強
い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

国
、
地
方
と
も
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、「
豊
か
な
自
然
と
活
力
あ
る
都
市

が
調
和
し
た
『
安
ら
か
で
快
適
な
二
十
一
世
紀
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
』」
を
目
指
し
て
、
有
線
テ
レ

ビ
網
や
防
災
行
政
無
線
の
整
備
、
上
水
道
や
下
水
道
の
整
備
、
子
育
て
支
援
事
業
の
推
進
、
教
育
施
設

の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
山
県
市
政
も
五
年
目
に
入
り
、
市
発
展
の
た
め
の
重
要
な
年
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
道
路
網
の
整
備
、
特
に
東
海
環
状
自
動
車
道

（
仮
称
）
山
県
I
C
の
早
期
実
現
及
び
国
道
2
5
6
号
バ
イ
パ
ス
の
整
備
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
全
力
で

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
美
山
中
学
校
の
改
築
、
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
地
域
経
済
の
活

性
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
、
よ
り
一
層
住
み
よ
い
ま
ち
山
県
市
を
実
現
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

山
県
市
長
　
　
平
　
野
　
　
元
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文化の里　花咲きホール
0581ー36ー2323
0581ー36ー2777

hanasaki＠city.gifu-yamagata. lg. jp
休館日／休日（日曜日）の翌日・第3日曜日

花咲きホール、山県市役所会計課
高富・美山中央公民館
開館、開庁日の午前9時～午後5時

チケット取り扱い場所・時間

日　時 1月 14 日（日）
場　所 文化の里花咲きホール
入場料 大人　1,000円　高校生以下　500円

※未就学児童入場不可
※当日券各500円増

【全指定席】
・サンサーンス『動物の謝肉祭』より

出演／山県市の子どもたち
・ベートーヴェン交響曲第九番『合唱』より第4楽章

出演／山県市第九を歌う会

第1部　和太鼓　高富青雲組（曲目）
高富青雲太鼓
走雲
和太鼓四神：伊藤弘典ソロ（仮）
楽宴
咆哮
青雲磯子

第2部　山県フェスティバルバンド（曲目）
ラデッキー行進曲
カヴェレリア・ルスティカーナより間奏曲
青春の輝き（solo……野々田万照）
ジャパニーズ・グラフィティー
～ＧＳコレクション～

※曲目は変更する場合がありますのでご了承ください。

日　時 1月 8 日（祝）
開場　13 : 30
開演　14 : 00

入場料 共通　500円
(全自由席) 
未就学児可

主催：山県市フェスティバルバンド実行委員会
後援：山県市教育委員会

スペシャルゲスト　野々田万照

実　施　日

1月 5 日
2月17日（土）

開場　15：00
開演　15：30

創作劇「竹の姫」
(山県市＆岐阜女子大version)

主催：市教育委員会・岐阜女子大学
助成：（財）地域創造

内　　　　　　容 料　 金

共　　通 ： 500 円
（全自由席）未就学児可

発　売　日

開場　13 : 30
開演　14 : 00

協力：花咲きホールボランティアスタッフ

新春花咲きコンサート

ニューイヤーコンサート

FAX
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「
税
の
申
告
」
の
時
期
と
な
り
ま
し

た
。所

得
税
・
贈
与
税
・
市
県
民
税
の
申

告
期
限
は
、
三
月
十
五
日
　
で
す
。

ま
た
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
申
告

期
限
は
四
月
二
日
　
で
す
。

所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
書

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
も
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【http：
//W

W
W

.nta.go.jp

】

市
で
は
、
市
役
所
・
伊
自
良
支
所
・

美
山
支
所
・
美
山
中
央
公
民
館
の
四
会

場
で
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

「
広
報
や
ま
が
た
一
月
号
」
と
一
緒

に
配
布
し
た
「
所
得
税
、
市
・
県
民
税

申
告
相
談
の
お
知
ら
せ
（
裏
面：

確
定

申
告
相
談
日
程
表
）」
を
確
認
の
う
え
、

お
近
く
の
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
土
地
・
家
屋
な
ど
を
売
買
さ

れ
た
人
は
、
市
内
の
各
会
場
で
譲
渡
申

告
の
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
税
務

署
が
設
け
る
確
定
申
告
相
談
会
場
（
マ

ー
サ
21
南
館
四
階
マ
ー
サ
ホ
ー
ル
）
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

給
与
所
得
者
の
確
定
申
告

給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、
年
末
調

整
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
所
得
税
の
納
税

が
完
了
し
ま
す
の
で
、
改
め
て
確
定
申

告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
給

与
所
得
で
も
次
の
こ
と
な
ど
に
該
当
す

る
人
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

①
給
与
の
収
入
金
額
（
年
収
）
が
、
二

千
万
円
を
超
え
る
人

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
の
合
計
が
二
十
万
を
超
え
る
人

③
給
与
を
二
ヵ
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て

い
る
人

所
得
税
の
確
定
申
告

申告が必要な人
平成 19年 1月 1日現在、市内に住所があり、

前年中（平成 18 年1 月1 日～ 12 月31日）に所
得があった、次のいずれかに該当する人は税の
申告が必要です。

前年中に病気、失業、廃業などで収入が無か
った人は、市役所では所得の有無がわかりませ
んのでご連絡ください。

また、収入が無ければ申告の必要はありませ
んが、国民健康保険、介護保険、CCY などの軽
減を受けるには申告が必要です。

●農業や商店など事業を営んでいる人
（農業所得においては、平成18年分から
農業所得標準が廃止され、「収支計算」と
なります。
●地代や家賃収入などの不動産収入のある人
●土地や建物を売った譲渡所得のある人
●勤務先から市役所に給与支払報告書の提
出がされていない人（昨年中に退職して、
今年1月1日現在就職していない人など）
●給与所得者で給与所得の他に、その他の収
入がある人
●医療費控除や住宅借入金などの特別控除
を受ける人

（月）

（木）
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●
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

●
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整
を

し
て
い
な
い
人

●
風
水
害
、
地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
っ

て
、
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受

け
た
人

●
マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で

取
得
し
た
人

●
控
除
を
付
け
忘
れ
た
場
合
（
介
護
保

険
対
象
者
で
要
介
護
認
定
を
受
け
ら

れ
て
い
る
人
《
障
害
者
控
除
に
該

当
》
な
ど
）

な
お
、
こ
れ
ら
の
控
除
な
ど
を
受
け

る
に
は
一
定
要
件
に
該
当
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

一
定
の
借
入
金
な
ど
に
よ
っ
て
自
分

が
住
む
た
め
の
住
宅
を
新
築
や
増
改

築
、
住
宅
や
そ
の
敷
地
を
購
入
し
た
と

き
、
平
成
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
に
入
居
す
る
な
ど
の
一
定
の
要
件
に

該
当
し
た
場
合
、
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

土
地
・
建
物
（
立
木
）
な
ど
を
譲
渡

し
て
所
得
の
あ
る
人
は
譲
渡
所
得
の
申

告
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
年
間
百
十
万
円
を
超
え
て
贈

与
を
受
け
ら
れ
た
人
は
贈
与
税
の
申
告

が
必
要
で
す
。

譲
渡
（
山
林
）
所
得
お
よ
び
贈
与
税

の
申
告
に
つ
い
て
相
談
さ
れ
る
人
は
、

マ
ー
サ
21
南
館
四
階
マ
ー
サ
ホ
ー
ル
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
　
　
　
22
・
6
8
2
2

所
得
税
を
納
め
た
人
で
、
確

定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

譲
渡
（
山
林
）
所
得
・

贈
与
税
の
申
告
に
つ
い
て

◎
添
付
書
類
を
お
忘
れ
な
く

要
件
に
あ
っ
た
領
収
書
や
生
命
保

険
料
証
明
書
、
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
が
必

要
で
す
。

印
鑑
や
申
告
さ
れ
る
本
人
名
義
の

通
帳
な
ど
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

岐阜北税務署から

のお知らせ

確定申告会場を開設します。
◆確定申告会場

『マーサ21南館4階
マーサホール』（岐阜市正木）

◆開設期間
2月6日（火）～3月15日（木）

（土・日曜日および祝日は除く）
ただし、2月18日（日）

2月25日（日）は開設します。
◆開設時間 午前9時10分～午後5時

※昨年と比べて変わった点（所得税関係）
①定率減税額の引き下げ

所得税額20％～ 10％（上限12万 5千円）にな
ります。

②寄付金控除・政党などの寄付金特別控除の改
正
適用下限額が 5千円（改正前 1万円）に引き
下げられました。

市役所において、住宅ローンなどを利用したマ
イホームの新築や購入をした人、年金受給者を対
象とした申告相談を下記日程で行います。

また、名古屋税理士会岐阜北支部の協力を得
て、税理士による無料相談を行いますので是非
ご利用下さい。

なお、開設期間中税務署での相談は、行いま
せんのでご了承ください。

◆問い合わせ先
岐阜北税務署　　058­262­6131

日にち 主　　　催
1 日（木）

岐阜北税務署
2 日（金）
5 日（月）

岐阜北税務署
6 日（火）

名古屋税理士岐阜北支部
2 月 7 日（水）

8 日（木）
9 日（金） 岐阜北税務署
13日（火）

会　場：山県市役所 3 階
時　間：午前 9 時～午後 5 時

（受付午前 9 時～午後 4 時）
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ゴミを拾う・減らす ………………… 119人
ボランティアをする ………………… 32人
あいさつ・コミュニケーション・交流 … 18人
自然を大切にする …………………… 15人

＊住みやすいまちにするために、あなたはどんなことができると思いますか？

あなたにもできることが思い浮かべば、書いて下さい。

店・道路を整備する ……………… 15人
文化を大切にする…………………… 2人
安全対策……………………………… 2人
市に任せる…………………………… 2人

＊あなたはボランティア活動をどんな

活動だと思いますか？（3つまで）

＊あなたは自分の意思でボランティア活動をしたことがありますか？

問7 ａ　はい…どんな活動をしましたか？（いくつでも）

＊あなたは、どんなきっかけがあれば

ボランティア活動に参加しやすいと

思いますか？

お店・施設を増やす ……… 85人
交通機関問題 ……………… 29人
ゴミ対策 …………………… 22人
合併問題・地域間格差 …… 16人
自然保護 …………………… 13人
雪・安全対策が必要 ……… 10人

＊山県市について思っていることや感じていることがあれば、自由に書いてください。

0.0％� 10.0％�

7.1%

15.3％�

35.9％�

0.3％�

43.7％�

0.7％�

21.0％�

42.4％�

5.8％�

50.2％�

30.5％�

6.8％�

17.6％�

2.4％�

2.4％�

20.0％� 30.0％� 40.0％� 50.0％� 60.0％�

ａ：自分を犠牲にして行う活動�
ｂ：楽しい活動�
ｃ：やさしさの活動�
ｄ：特別な人が行う活動�
ｅ：誰もができる活動�
ｆ：偉い人がする活動�
ｇ：奉仕活動�
ｈ：自分から取り組む活動�
ｉ：まじめな活動�
ｊ：人の役に立つ活動�
ｋ：協力して行う活動�
ｌ：つかれる活動�
ｍ：言われて行う活動�
ｎ：立派な活動�
ｏ：その他�

a：はい　90.5％�

b：いいえ�
9.5％�

0.0％� 10.0％�

80.9％�

26.6％�

40.4％�

6.7％�

12.0％�

13.9％�

20.0％� 30.0％� 40.0％� 50.0％� 60.0％� 70.0％� 80.0％� 90.0％� 100.0％�

イ：施設訪問などの交流活動�

�

エ：地域の文化、芸術などの伝承活動�

オ：高齢者や障害者のための支援活動�

カ：その他�

ア：地域の清掃、ゴミ拾い、植樹など�
　　の環境活動�

ウ：古切手やベルマークなどの収集活�
　　動や募金活動�

0.0％� 10.0％�

75.9％�

13.6％�

12.2％�

8.5％�

20.0％� 30.0％� 40.0％� 50.0％� 60.0％� 70.0％� 80.0％�

ａ：友達の誘い�

ｂ：先生の呼びかけ�

ｃ：社協・市の呼びかけ�

ｄ：その他�

パチンコ屋を減らして……… 9人
良いまちになってほしい…… 3人
工場が多い…………………… 2人
観光の充実…………………… 2人
人間関係が希薄……………… 1人
情報収集の設備……………… 1人

自然環境がよい …………… 13人
行事が楽しい………………… 2人
平和・安全である…………… 1人
人が優しい…………………… 1人
設備が整っている…………… 1人
今のままでよい……………… 4人

このアンケート結果から、山県市に住み続けたい生徒（「一度は外に出てもいつかは
戻りたい」生徒を含む）が約40％、山県市に住み続けられる・住み続けたいと思うために整備されると良いこと
として挙げられた回答は、回答率の高い順に、①施設整備、②環境問題、③スポーツ・文化活動、④道路などの
整備、⑤企業誘致、などとなっています。

このアンケート結果のほか、これまでに行った講演会、懇談会、意見カードをもとに、今後市民会議などで生
活課題の解決・暮らしやすいまちづくりについて考えていきます。

あなたも、一緒に考えましょう。

「調査結果」より
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a：好き�
29.8％�

b：きらい�
18.3％�

c：どちらでも�
ない�
47.1％�

d：わからない�
4.4％�

無回答 0.3％�

＊あなたは、山県市が好きですか。

b きらい
娯楽や店がない …………………… 18人
合併したから・格差があるから … 16人
住環境がよくない ………………… 13人
安全ではない ……………………… 2人

c どちらでもない
無関心・普通 ……………………… 30人
娯楽が少ない・ある ……………… 24人
自然は多いけど不満もある ……… 18人

a 好き
自然環境が豊か ……… 52人
住環境がよい・住みやすい

…………………… 9人
人柄や人間関係がよい

…………………… 7人
娯楽や店がある ……… 3人
文化や活動がある …… 2人

a：ずっと住み�
続けたい�

7.8％�

b：一度は外に出ても�
いつかは戻りたい�

32.5％�c：将来は別の�
ところで�

暮らしたい�
33.6％�

d：わからない�
25.4％�

無回答 0.7％�

＊あなたは将来も山県市に住み続けたいと思いますか？

b 一度は外に出てもいつかは戻りたい
他の地域（都会）を知りたい……… 41人
山県（自然）が好きだから戻ってきたい

………………………… 21人
故郷・実家・家族があるから …… 11人
老後の生活は山県でおくりたい … 9人

c 将来は別のところで暮らしたい
他の地域（都会）住みたい ……… 40人
田舎、店・娯楽施設がないから …… 14人

a ずっと住み続けたい
転居が面倒くさい …… 9人
住み慣れた故郷だから 8人
自然環境が好きだから 5人
安全だから …………… 3人

理由�

理由�

＊あなたが将来も山県市に住み続けられる（住み続けたいと思う）まちにするためにはどんなことが整備

されるとよいと思いますか？（いくつでも）
0.0％� 10.0％�

54.6％�

45.1％�

29.8％�

39.3％�

42.4％�

57.3％�

48.5％�

18.6％�

20.0％� 30.0％� 40.0％� 50.0％� 60.0％� 70.0％�

ａ：ゴミ問題など環境問題に積極的に取り組む�

ｂ：道路や歩道、街灯、側溝などを整備する�

ｃ：地域の人とコミュニケーションを深める�

ｄ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

ｅ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

ｆ：市外の人も使ってみたくなるような施設をつくる�

ｇ：スポーツ活動や文化活動を充実させる�

ｈ：その他�

やりたい仕事につけるように、いろいろな�
企業を誘致し、働く場を増やす�

子どもやお年寄り、障害者の人たちを大切�
にするよう、福祉を充実させる�

＊あなたは山県市をどのような

まちにしたいと思いますか？

（2つまで）

0.0％� 10.0％�

70.5％�

19.3％�

25.8％�

14.2％�

2.7％�

9.5％�

16.9％�

19.3％�

4.7％�

20.0％� 30.0％� 40.0％� 50.0％� 60.0％� 70.0％� 80.0％�

ａ：自然豊かなまち�

ｂ：文化芸術のまち�

ｃ：スポーツのまち�

ｄ：農業のまち�

ｅ：工業のまち�

ｆ：商業のまち�

ｇ：観光のまち�

ｈ：福祉・医療が充実したまち�

ｉ：その他�

住みよいまち（地域福祉のまち）にするためには、定住、健康、安心・安全、家庭・地域の絆、市民

協働などが重要です。

このアンケートは、市と社会福祉協議会が共同で始めた地域福祉推進計画策定にあたって、市の将来

を担う中学生の声を聞くために実施しました。回答の中から、主なものをご紹介します。

～与えられる福祉から、支え合い、助け合う福祉へ～�
�

調査対象／市内中学2年生全員310人�
実 施 月／平成18年6月�
回 答 者／295人（回収率95.2％）�

【調査の概要】�
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このたび、市内の三中学校に山県医師会（鳥澤
英紀会長）から、AED（自動体外式除細動器）が
贈られました。

AED は、一般の人でも簡単な操作で電気ショ
ックを行うことができるように設計されたもので
す。

鳥澤会長は、「一番の願いは、救命の講習をき
っかけに命の大切さを再認識して欲しいことで
す。また、皆さんの学習したことを救助活動に役
立てて欲しいです」と話されました。

山県医師会、AEDを寄贈　

11月19日、保健福祉ふれあいセンターで、山県
医師会など 4団体の協力のもと市民ふれあい健
康フェアを開催し、多くの人が訪れました。

訪れた人は、普段気になる健康に関する検査、
検診を体験し自分の健康を確認しました。

なかでも人気は、ストレス測定など簡単で楽し
い健康チェック。大勢の人が体験しました。

また、同日8020達成者表彰があり、6人が表彰
されました。

市民ふれあい健康フェア　

12月3日、市総合体育館で市ソフトバレーボー
ル大会（市教育委員会主催）を開催しました。

今回で第 4回を数える同大会は、各地域での
予選を勝ち抜いた 40チーム（男女各 20チーム）
が、午前と午後にわかれ試合を行いました。
大会結果
【午前】 男子の部　1位 いわ桜

女子の部　1位 チーム扇町
【午後】 男子の部　1位 セブンB

女子の部　1位 乾レディース

第4回ソフトバレーボール大会　

命の尊さ　大切さを覚えてください

健康チェックで……ドキドキ　緊張しました

目標は、勝ち負けより楽しんでやること
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11月19日、美山中央公民館で市青少年育成市
民会議主催による市青少年育成推進大会が開催
されました。

この日は、県立山県高等学校MS リーダーズの
活動事例発表と、講師に私塾「恕心館」館長松井
弓夫氏を招いて「心ここに在らざれば」と題した
講演がありました。

市青少年育成推進大会　

11月26日、いじら湖で「いじら湖もみじ・野菜
まつり」が開催されました。伊自良まつり実行委
員会主催。

来場者はステージでのショータイムや体験・遊
び・食コーナーの催しで楽しみました。

おりがみ飛行機コンテストでは、自分で折った
飛行機が思った以上に遠くまで飛んだ物や自分
の所に戻ってくる飛行機もありました。

いじら湖もみじ・野菜まつり　

11月15日、市消防本部訓練場で消防技術競錬
会が行われ、日ごろの訓練の成果を発揮しました。

競技は市消防職員が 5分隊（1分隊 5人編成）
にわかれ、火災現場に到着してからの現場指揮、
人命救助、消火活動をいかに迅速かつ的確に行
えるか競い合いました。

消防技術競錬会　

力いっぱい　えい！

命・心はみえないけれど、生きて行くにはとても大切な物です

迅速な行動　訓練の成果を発揮
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12月10日、文化の里花咲きホールで、子どもたちに
親しみを持って人権を理解してもらおうと童話作家・
詩人の鬼頭隆さん（愛称“おじん”）らを招いて、市人
権教育講演会を開催（市教育委員会主催）しました。

童話朗読の「もずの心」に合わせ、悲しくも激しくも
あるピアノ演奏や切なく心に響く透き通った歌声、ス
クリーンに映し出される色彩影絵が相まって幻想的な
世界を創り出し、来場者は“おじん”の世界に引き込
まれていきました。

「じーんときて、涙が出ました。人権の言葉は難しい
けれど、日常生活のなかにあるちょっとしたことが大切
なんですね」と話される人もありました。

創作“おじん”の童話会　

このたび、岐阜市北部体育館で第 18回岐阜市少林寺拳
法大会が行われました。

市少林寺拳法支部・少年団から45人が出場し日ごろの練
習の成果を発揮しました。
最優秀賞 山田恭之　松下隆輝
優秀賞 岡田 拓夢　渡辺 恭平　新木 椋介　長井 亜実

渡辺 剛史　山本 拓磨　鷲見 公博　岡田 拓馬
山越 精華　三嶋 未来　村瀬 未歩　新木 詩乃
山田 達史　林 東輝　鷲見 勇吾　佐野　 南
藤澤 祥二　熊崎 花詩　中島 知美　野々村 翼
水野　 彰　井上 貴斗　若園 善真　長井 克揮
野村 将太　赤石龍士郎 岩井 亮　藤澤 准二
三井 翔平　武藤 裕二

少林寺拳法拳士が活躍　

11月23日、市商工会商業部主催の「第 5回史
跡巡りウオーキング（伊自良地区）」が行われ、約
600人の市民が参加しました。

この日は、伊自良ふれあいドームを出発点とし
て 4班に分かれ、伊自良歴史民俗資料館や松尾
の千体地蔵（市重要文化財）などを見学し、古田
紹欽記念館でゴール。

ゴールの後は、温かいうどんが振る舞われまし
た。

第5回史跡巡りウオーキング　

市少林寺挙法挙支部・少年団のみなさん

悲しい話だけど、心が温かくなるお話でした

次は、千体地蔵様。本当に千体もあるのかなあ
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つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
気
分

が
落
ち
込
ん
だ
り
、
何
も
す
る

気
が
お
き
な
い
、
何
を
や
っ
て

も
楽
し
く
思
え
な
く
な
る
こ
と

は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。

普
通
は
い
つ
の
間
に
か
元
気

を
取
り
戻
せ
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
う
つ
状
態
が
い
つ
ま
で
も

続
き
、
な
か
な
か
回
復
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
が

”う

つ
“

で
す
。

身
近
な
人
で
こ
れ
ま
で
と
違

う
様
子
が
見
う
け
ら
れ
た
ら
、

「
最
近
元
気
な
い
み
た
い
だ
け

ど
大
丈
夫
？
」
な
ど
と
ま
ず
は

声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

☆
治
療
は
あ
る
程
度
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
う
つ
病
を
理
解

し
、
長
い
目
で
見
守
り
ま
し

ょ
う
。

☆
ゆ
っ
く
り
休
ま
せ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
手
伝
え
る
こ
と

は
、
手
伝
っ
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

☆
う
つ
病
に
か
か
り
や
す
い
人

は
、
も
と
も
と
が
ん
ば
り
屋

で
几
帳
面
な
人
が
多
い
で
す
。

そ
ん
な
人
が
疲
れ
て
い
る
の

で
す
か
ら
『
が
ん
ば
れ
』
は

禁
物
で
す
。

☆
休
養
と
周
囲
の
人
の
支
え
に

加
え
、
薬
に
よ
る
治
療
は
と

て
も
役
立
ち
ま
す
。
薬
を
き

ち
ん
と
飲
め
る
よ
う
に
サ
ポ

ー
ト
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

長
寿
福
祉
課

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

22
―
6
8
3
8

④
落
ち
着
け
る
場
所
で
と
に
か

く
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

気
分
転
換
に
旅
行
や
遊
び

に
出
掛
け
る
こ
と
は
逆
に
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

⑤
心
の
健
康
状
態
が
良
く
な
い

時
は
適
切
な
判
断
が
で
き
に

く
い
の
で
重
要
な
事
柄
（
引

っ
越
し
や
大
切
な
契
約
な

ど
）
の
決
定
は
先
延
ば
し
に

し
ま
し
ょ
う
。

”う
つ

“
は
な
か
な
か
自
分
で

は
気
づ
き
に
く
い
病
気
で
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
自
覚
症
状
が
あ
っ
て

も
『
迷
惑
は
か
け
ら
れ
な
い
』

『
心
配
を
か
け
た
く
な
い
』
な
ど

無
理
を
重
ね
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

②
仕
事
や
家
事
な
ど
、
と
り
あ

え
ず
今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
だ
け
を
済
ま
せ
、

で
き
る
だ
け
自
分
の
負
担
を

軽
く
す
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ

う
。

③
起
床
時
間
や
就
寝
時
間
な
ど

の
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
ま

し
ょ
う
。

体
力
の
衰
え
や
退
職
、
親
し

い
人
と
の
別
れ
、
子
ど
も
の
独

立
な
ど
高
齢
期
は
、
喪
失
体

験
・
社
会
的
孤
立
か
ら
く
る
慢

性
的
な
ス
ト
レ
ス
や
悲
し
い
出

来
事
が
最
も
多
い
世
代
で
す
。

①
家
族
や
信
頼
で
き
る
友
人

に
、
今
の
つ
ら
い
気
持
ち
を

話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　ここ2週間続いているものに○をつけて�
ください。�

①毎日の生活に充実感がない�

　□　はい　　　□　いいえ�

②これまで楽しんでやれていたことが�
　楽しめなくなった�

　□　はい　　　□　いいえ�

③以前は楽にできていたことが、今では�
　おっくうに感じられる�

　□　はい　　　□　いいえ�

④自分は役に立つ人間だとは思えない�

　□　はい　　　□　いいえ�

⑤わけもなく疲れたような感じがする�

　□　はい　　　□　いいえ�

　5項目のうち2つ以上の項目に『はい』�
があった場合、うつ病が疑われます。�
　医療機関などに相談しましょう。�

”う
つ

“に
な
り
や
す
い
環
境

に
あ
る
高
齢
者

周
囲
の
み
な
さ
ん
へ

接
し
方
・
こ
こ
ろ
配
り
の

ポ
イ
ン
ト

”う
つ

“は
を
予
防
す
る
生
活

の
ヒ
ン
ト

”う
つ

“は
誰
で
も
な
る
可
能

性
の
あ
る
病
気
で
す

こ
こ
ろ

疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か
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毎
月
二
十
五
日
（
二
十
五
日
が
土
・

日
・
祝
日
は
翌
日
）
に
開
設
し
ま
す
。

▼
開
設
窓
口

市
民
課
・
税
務
課
・
徴

収
対
策
室
・
環
境
衛
生
課
・
社
会
福

祉
課
・
長
寿
福
祉
課

三
・
四
月
は
、
住
所
異
動
の
多
い
時
期

で
す
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
、
左
記
の
市
町
と
連
携
し
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。

▼
開
設
日

三
月
二
十
五
日
　

四
月
一
日
　

▼
開
設
時
間

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
開
設
窓
口

市
民
課
・
税
務
課
・
徴

収
対
策
室
・
環
境
衛
生
課
・
社
会
福

祉
課
・
長
寿
福
祉
課
・
有
線
テ
レ
ビ

局
（
C
C
Y
）
・
総
務
課

＊
利
用
さ
れ
る
時
は
、
業
務
内
容
・
時

間
な
ど
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

○
転
入
、
転
出
、
転
居
届
な
ど
の
受
付

（
外
国
人
登
録
事
務
を
除
く
）

○
広
域
交
付
を
除
く
証
明
書
の
発
行

・
住
民
票
の
写
し

・
戸
籍
の
全
部
事
項
証
明
書
、
個
人
事

項
証
明
書
、
除
籍
謄
・
抄
本
、
改
製
原

戸
籍
謄
・
抄
本
、
戸
籍
附
票
の
写

し
・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
印
鑑
登
録
申
請
書
受
付

○
国
民
健
康
保
険
の
届
出
（
資
格
取
得
・

喪
失
・
変
更
・
再
交
付
）

○
広
域
交
付
を
除
く
証
明
書
の
発
行

・
市
、
県
民
税
関
係
（
所
得
・
課
税
・

所
得
課
税
証
明
）

・
納
税
証
明
関
係
（
市
・
県
民
税
、
固

定
資
産
税
、
法
人
市
民
税
、
軽
自
動

車
税
）

・
固
定
資
産
税
関
係
（
評
価
証
明
、
課
税

（
公
課
）
証
明
・
納
税
義
務
者
証
明
）

○
納
税
相
談

○
市
税
な
ど
の
支
払
い

○
ご
み
出
し
ル
ー
ル
の
説
明

○
乳
幼
児
医
療

○
児
童
手
当

○
介
護
保
険
要
介
護
・
要
支
援
認
定
申
請

（
新
規
・
更
新
・
変
更
）

休
日
窓
口
の
み

○
テ
レ
ビ
加
入
申
込

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
申
込

○
防
災
無
線
個
別
受
信
機
関
係

市
　
　
民
　
　
課22―

6
8
2
7

環

境

衛

生

課22―
6
8
2
8

社

会

福

祉

課22―
6
8
3
7

長

寿

福

祉

課22―
6
8
3
8

有
線
テ
レ
ビ
局22―

6
1
0
0

総

　

務

　

課22―
6
8
2
0

税
　
　
務
　
　
課22―

6
8
2
2

徴

収

対

策

室22―
6
8
4
3

1月 2月 3月 4月 5月 6月

25日 26日 26日 25日 25日 25日

（木） （月） （月） （水） （金） （月）

25日 27日 25日 25日 26日 25日

（水） （月） （火） （木） （月） （火）

7月 8月 9月 10月 11月 12月

開設時間：午後 5 時15分～午後 9 時

日にち

3月25日（日）

4月1日（日）

岐阜市・大垣市・関市・美濃

市・羽島市・各務原市・土岐

市・可児市・海津市・岐南町・笠

松町

岐阜市・大垣市・高山市・関

市・美濃市・土岐市・各務原

市・可児市・飛騨市・郡上市・下

呂市・海津市・岐南町・笠松町

連携して開設する予定の市・町

（日）

（日）



15 広報やまがた 2007.1

 問い合わせ先　健康課　　22－6839

最
近
、
雑
誌
や
テ
レ
ビ
で

『
健
康
』『
ダ
イ
エ
ッ
ト
』『
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
』

な
ど
の
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い

ま
す
。

テ
レ
ビ
で
「
△
△
は
血
液
を

サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
よ
」
と
放
送

さ
れ
る
と
、
そ
の
日
の
夕
方
に

は
ス
ー
パ
ー
の
棚
か
ら
△
△
が

な
く
な
る
な
ど
と
い
う
社
会
現

象
ま
で
起
き
て
い
ま
す
。

先
日
開
催
し
た
『
山
県
市
健

康
フ
ェ
ア
』
に
お
い
て
も
『
血

液
サ
ラ
サ
ラ
検
査
』
は
一
番
人

気
で
整
理
券
が
配
布
さ
れ
た
ほ

ど
で
す
。
み
な
さ
ん
の
『
健
康
』

特
に
『
生
活
習
慣
病
』
に
対
す

る
意
識
が
高
い
こ
と
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

ど
れ
も
が
、
私
た
ち
の
生
活

の
一
部
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

壊
れ
て
は
困
り
ま
す
。

け
れ
ど
、
こ
れ
ら
は
買
い
換

え
る
こ
と
や
修
理
が
で
き
る
も

の
で
す
。

本
当
に
壊
れ
て
欲
し
く
な
い

も
の
は
、
わ
た
し
た
ち
の
心
や

身
体
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
世
に
生
ま
れ
て
か
ら
現

在
ま
で
、
一
秒
と
し
て
欠
か
さ

ず
『
使
用
』
し
て
き
て
い
る
身

体
は
、
長
い
年
月
の
中
で
あ
ち

ら
こ
ち
ら
と
痛
み
が
出
て
く
る

の
も
当
然
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ

大
切
に
使
い
た
い
も
の
で
す
。

生
活
習
慣
病
に
は
、
高
血

圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病
な
ど

の
ほ
か
、
喫
煙
習
慣
が
問
題
と

な
る
肺
が
ん
、
食
生
活
習
慣
や

排
便
習
慣
が
問
題
と
さ
れ
て
い

る
大
腸
が
ん
、
飲
酒
習
慣
の
影

響
が
大
き
い
ア
ル
コ
ー
ル
性
の

肝
障
害
、
口
腔
内
の
清
掃
や
食

習
慣
な
ど
が
影
響
す
る
歯
周
病

な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
あ

り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
生
活
習
慣
病
に
な

る
原
因
が
『
生
活
習
慣
』
に
あ

る
の
で
、
そ
れ
か
ら
逃
れ
る
た

め
に
は
『
生
活
習
慣
を
変
え

る
』
意
外
に
方
法
は
あ
り
ま
せ

ん
。
薬
で
治
療
し
た
と
し
て
も

生
活
習
慣
を
変
え
な
い
限
り
、

ま
た
元
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
ま
で
長
い
間
続

け
て
き
た
習
慣
を
「
じ
ゃ
あ
、

明
日
か
ら
や
め
ま
す
！
」
と
き

っ
ち
り
や
め
る
こ
と
は
難
し
い

こ
と
で
す
。
ま
ず
自
分
の
一
日

（
一
週
間
）
の
生
活
を
振
り
返

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
た
ば
こ
を
吸
っ
た
後
に
、
う

が
い
か
歯
み
が
き
を
し
よ
う
！
」

「
根
野
菜
料
理
を
一
品
は
作
る

よ
う
に
す
る
わ
」
な
ど
、
で
き

そ
う
な
こ
と
を
見
つ
け
カ
レ
ン

ダ
ー
に
●
や
シ
ー
ル
で
印
を
つ

け
な
が
ら
毎
日
続
け
る
こ
と
が
、

『
で
き
る
』
こ
と
の
自
信
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

一
人
で
頑
張
る
の
で
は
な

く
、
家
族
や
お
友
達
と
一
緒
に

頑
張
る
と
長
く
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
健

（
検
）診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

検
診
内
容
を
、
確
認
し
て
受

診
く
だ
さ
い
。

今
月
初
め
に
、
平
成
十
九
年

度
健
診
申
込
書
を
各
家
庭
に
郵

送
し
ま
す
。

同
封
の
説
明
書
を
よ
く
読
ん

で
健
診
申
込
書
に
記
入
し
、
一

月
二
十
四
日
ま
で
に
ご
返
送
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

22
―

6
8
3
9

頑
張
っ
た
こ
と
の
確
認
や
こ

れ
か
ら
頑
張
ろ
う
と
い
う
き
っ

か
け
作
り
が
大
切
で
す
。

自
分
の
身
体
を
き
ち
ん
と
知

り
、
こ
れ
か
ら
も
上
手
に
付
き

合
っ
て
い
く
た
め
に
『
健
（
検
）

診
』
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
生
活
の
中
で

『
こ
れ
だ
け
は
壊
れ
て
欲

し
く
な
い
』
と
思
う
も
の

は
な
ん
で
す
か
？

い
ろ
い
ろ
あ
る生

活
習
慣
病

生
活
習
慣
病
に
な
ら
な
い

ポ
イ
ン
ト

平
成
十
九
年
度

健
診
申
込
受
付

始
め
ま
す

い
か
に
生
活
習
慣
病
か
ら

逃
れ
る
か
？
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保
育
園
調
理
員

▼
募
集
人
員

若
干
名

▼
賃
金

日
額
六
千
六
百
五
十
円

▼
勤
務
内
容

給
食
調
理

▼
勤
務
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
四
時
十
五
分

▼
勤
務
地

市
内
保
育
園

▼
雇
用
期
間

平
成
十
九
年
四
月
一
日
〜

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

▼
勤
務
日

月
曜
日
〜
金
曜
日

▼
資
格
・
条
件

調
理
の
経
験
が
あ
り
、

健
康
な
人

▼
保
険

社
会
保
険
お
よ
び
雇
用
保
険
加
入

▼
応
募

一
月
十
九
日
　
ま
で
に
履
歴
書
を
社

会
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
　
　

22
―

6
8
3
7

学
校
給
食
調
理
員
・
校
務
員

①
給
食
調
理
員

▼
募
集
人
員

四
人

▼
賃
金

日
額
五
千
七
百
円

▼
勤
務
内
容

給
食
調
理

②
学
校
校
務
員
兼
給
食
調
理
員

▼
募
集
人
員

二
人

▼
賃
金

日
額
五
千
百
円

（
た
だ
し
調
理
時
は
日
額
五
千
七
百
円
）

▼
勤
務
内
容

校
舎
内
外
管
理
清
掃
お
よ
び
給
食
調
理

①
給
食
調
理
員
②
学
校
校
務
員
兼
給
食
調

理
員
共
通

▼
勤
務
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
三
時
十
五
分（
実
働
六
時
間
）

▼
年
間
業
務
日
数

約
二
百
二
十
日

▼
勤
務
地

市
内
小
・
中
学
校

▼
雇
用
期
間

平
成
十
九
年
四
月
一
日
〜

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

▼
勤
務
日

月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

▼
資
格
・
条
件

十
八
歳
以
上
で
調
理
経
験
が
あ
り
、
健

康
な
人

▼
保
険

社
会
保
険
お
よ
び
雇
用
保
険
加
入

▼
応
募

一
月
十
九
日
　
ま
で
に
履
歴
書
を
学
校

教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
　
　

22
―

6
8
4
4

学
校
図
書
司
書

▼
募
集
人
員

五
人

▼
賃
金

日
額
六
千
三
百
円

▼
勤
務
内
容

学
校
図
書
整
理

▼
勤
務
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
四
時
十
五
分（
実
働
七
時
間
）

▼
勤
務
地

市
内
小
・
中
学
校

▼
雇
用
期
間

平
成
十
九
年
四
月
一
日
〜

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

▼
勤
務
日

月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

▼
資
格
・
条
件

図
書
司
書
ま
た
は
図
書

司
書
教
諭
の
資
格
を
有
す
る
人

▼
保
険

社
会
保
険
お
よ
び
雇
用
保
険
加
入

▼
応
募

一
月
十
九
日
　
ま
で
に
履
歴
書
に
資
格

の
証
明
が
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
学

校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
　
　

22
―

6
8
4
4

1月 7 日（日） ジュニアグロウアップバレー小学生県下選抜

1月 8 日（祝） バドミントン新春初打ち大会

1月14日（日） 第16回連盟杯たかとみバレー大会

1月20日（土） 県中学生バドミントン団体選手権

1月21日（日） 中体連岐阜地区バレーボール新人大会

1月28日（日） 市子ども会インリーダー研修

※社会体育施設（総合体育館を除く）申請日が毎月15日から10日に、許可日が25日から17日にそれぞれ変更し
ました。 総合体育館　　22­6622 【休館日　毎週月曜日】

総合体育館 1月 スポーツイベント

誤
り
と
訂
正

広
報
や
ま
が
た
12
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

Ｐ
６
（
誤
）
山
田
隆
司

52
―

5
3
4
1

（
正
）
山
田
隆
司

52
―

1
1
7
5

Ｐ
８
（
誤
）
休
息
時
間
10:

00
〜
10:

15

（
正
）
休
息
時
間
10:
30
〜
10:

45

（金）

（金）

（金）
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図
書
整
理
職
員

▼
募
集
人
員

①
伊
自
良
図
書
館
　
若
干
名

②
高
富
中
央
公
民
館
図
書
室
　
若
干
名

▼
賃
金

①
伊
自
良
図
書
館
　
日
額
五
千
六
百
円

②
高
富
中
央
公
民
館
図
書
室

日
額
五
千
六
百
円
ま
た
は
、
日
額
六

千
四
百
円

▼
勤
務
内
容

図
書
の
整
理
・
管
理
お
よ

び
窓
口
業
務

▼
勤
務
地
お
よ
び
勤
務
時
間

①
伊
自
良
図
書
館

午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
五
時
十
五
分
の
内
実
働
七
時
間

②
高
富
中
央
公
民
館
図
書
室

午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
五
時
十
五
分
の
内
実
働
七
時
間

ま
た
は
八
時
間

▼
雇
用
期
間

平
成
十
九
年
四
月
一
日
〜

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

▼
勤
務
日

週
三
日
程
度（
交
代
制
）

▼
勤
務
条
件

土
・
日
・
祝
日
に
も
勤
務
が
可
能
で
読

み
聞
か
せ
の
で
き
る
人

▼
保
険

雇
用
保
険
加
入

▼
応
募

一
月
十
九
日
　
ま
で
に
履
歴
書
を
伊
自

良
図
書
館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

伊
自
良
図
書
館
　

36
―

3
3
3
9

教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
「
山

県
市
教
育
人
材
バ
ン
ク
」
の
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
主
に
、
学
校
の
授
業
を
補
助

し
て
い
た
だ
く
先
生
、
児
童
・
生
徒
の
相

談
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
先
生
な
ど
と
し

て
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
必
要
が
生

じ
た
と
き
に
面
接
を
行
い
採
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
登
録
の
要
件

Ⅰ
類

小
学
校
あ
る
い
は
中
学
校
の
教

育
職
員
免
許
状
を
取
得
し
て
い
る
人

Ⅱ
類

学
士
の
称
号
ま
た
は
保
育
士
の

資
格
等
を
有
し
、
教
育
相
談
に
興
味
・

関
心
を
も
っ
て
い
る
人

▼
登
録
方
法

登
録
は
随
時
受
付
中
で
す
。
登
録
申
込

書（
学
校
教
育
課
に
あ
り
ま
す
）に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
学
校
教
育
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
　
　

22
―

6
8
1
1

～税務職員を装った「振り込め詐欺」にご注意ください～
税務職員を装い、現金自動預け払い機（ATM）を操作させ振り込みを行わせる「振り込め詐欺」

による被害が発生しています。
税務職員が納税者の皆様に電話でお問い合わせする場合は、提出していただいた申告書などを基

にその内容をご本人に確認することを原則としております。
また、税務署や国税局では、以下の事はしておりませんのでご注意ください。

（1）還付金受け取りのために金融機関等の現金自動預け払い機（ATM）の操作を求めることはあ
りません。

（2）国税の納税のために金融機関の口座を指定して振り込みを求めることはありません。
（3）フリーダイヤルの電話を設置しておりません。
ご不審な点があるときは、岐阜北税務署 岐阜市千石町1丁目4番地

058－262－6131へ、お問い合わせください。

そのほか消費者トラブルに関するお問い合わせは県民生活相談センターまで。

岐阜県　県民生活相談センター
〒500­8384岐阜市薮田南5－14－53 県民ふれあい会館1棟5階

058－277－1003 058－277－1005
HP アドレス：http：//www.pref.gifu.lg.jp/pref/s11260/profile/a­2.htm

（金）

FAX



18広報やまがた 2007.1

消
防
職
団
員
の
一
年
の
始
ま
り
に
新
た

な
誓
い
と
、
車
両
部
隊
・
徒
歩
部
隊
に
よ

る
分
列
行
進
、
消
防
車
両
六
台
に
よ
る
一

斉
放
水
、
消
防
の
勇
姿
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

平
成
十
九
年
一
月
七
日
　

午
前
八
時
三
十
分
〜

▼
場
所

四
国
山
香
り
ド
ー
ム

▼
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
総
務
課

22
―

0
1
1
9

十
二
月
八

日
、
岐
阜
社
会

福
祉
事
業
協
力

会
（
市
と
岐
阜
市
の
パ
チ
ン
コ
店
の
五
十

五
カ
所
で
つ
く
る
同
協
会
）
よ
り
、
景
品

交
換
所
の
売
り
上
げ
の
一
部
を
、
市
の
社

会
福
祉
事
業
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

消 防 団 員 を 募 集
～あなたの力を地域のために～

毎年、各地で地震災害や台風などによる風水害が発生

し、広い地域に渡り甚大な被害を与えています。このよ

うな広域災害に対しては、消防署の力だけでは十分に対

応ができず、要員動員力に優れた消防団は必要不可欠と

なります。

地域の安心・安全を守る消防団はあなたの力を必要と

しています。

【消防団員になるための条件】

・山県市内に在住、または勤務する人

・年齢18歳以上の人

【消防団の活動】

・火災から住民を守るための広報活動

・災害が発生したとき活動力を高めるための教育訓練

・消防署と自主防災会と連携した災害活動

・災害時に住民の救助および救護活動や避難誘導

・災害現場での情報収集、広報、警戒活動

【年間の主な行事】

・消防出初式

・入退団式

・消防操法大会

・年末夜警

・各分団で毎月の定例訓練など

入団に関することは、消防本部総務課 22-0119ま

たは、最寄りの消防団員にお問い合わせください。

文化財防火デー！！
昭和24年、奈良県「法隆寺」の火災をきっかけにして、

昭和30年から毎年1月26日を文化財防火デーと定め、全国

各地で消防訓練が実施されています。

山県市内でも、東深瀬の国指定重要文化財「白山神社」

で毎年消防訓練を行っています。

正しい換気できていますか？
寒さもいよいよ本格化し、ストーブなどの暖房器具が必需

品となってきました。そこで毎年必ず問題となるのが換気不

十分による二酸化炭素中毒での死亡事故です。「せっかく暖

かくなった部屋を換気したらまた寒くなる！」なんて気持ち

も分かりますが…。意識して窓を開け換気をするように心が

けましょう。換気扇を回しているだけでは不十分ですよ。

◆なぜ換気が必要なのか？

（1）新鮮な酸素の確保

（2）室内に不要な、汚染物質や水蒸気・臭いなどの除去

大きく分けてこの2つです。酸素は人に必要なことはもち

ろんですが、水蒸気は住宅を傷める原因になります。自分

のためだけではなく、住まいを長持ちさせるためにも換気は

十分に行ってください。

問い合わせ先　　消防本部予防課　 22-0119

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

市長から感謝状を
受け取る同協力会
の市橋勝彦理事長

（日）
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精
神
障
害
者
の
作
業
所
で
実
際
行
わ
れ

て
い
る
作
業
の
体
験
と
、
就
労
な
ど
の
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
本
人
、
ご
家
族
の

皆
さ
ん
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

二
月
一
日
　

午
後
一
時
〜
午
後
三
時

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
共
催

精
神
障
害
者
福
祉
工
場
　
清
穂
会

「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ザ
ー
ル
せ
い
す
い
」

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
　
　

22
―

6
8
3
7

政
治
家（
現
に
公
職
に
あ
る
人
に
加
え
、

候
補
者
や
候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
人
を

含
み
ま
す
）の
寄
付
に
つ
い
て
は
法
律
で

厳
し
い
ル
ー
ル
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら「
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、

受
け
取
ら
な
い
」の
三
な
い
運
動
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
き
れ
い
な
政
治
・
選
挙
を
実
現

し
ま
し
ょ
う
。

▼
基
本
的
禁
止
事
項

①
政
治
家
の
寄
付

②
政
治
家
に
対
す
る
寄
付
の
要
求
な
ど

③
時
候
の
あ
い
さ
つ
状

④
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告

▼
問
い
合
わ
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会

22
―

6
8
2
0

▼
日
時

二
月
十
五
日
　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

▼
場
所

岐
阜
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館

三
〇
二
大
会
議
室

▼
講
師

横
浜
労
災
病
院

勤
労
者
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
長

山
本
晴
義
氏

▼
費
用

無
料（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
）

▼
定
員

一
〇
〇
人

▼
対
象

企
業
・
各
団
体
な
ど
の
人
事
、

労
務
安
全
衛
生
担
当
者

▼
そ
の
他

個
別
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
推

進
や
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
関
す
る
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

▼
申
込
期
間

現
在
申
し
込
み
受
付
中

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会

中
部
支
部
社

0
5
2
―

4
8
2
―

9
4
3
8

一
月
は
食
べ
過
ぎ
・
運
動
不
足
に
成
り

が
ち
で
す
。
健
康
で
日
々
楽
し
く
暮
ら
す

た
め
に
、
今
回
、
健
や
か
の
会
と
合
同
で

ヨ
ガ
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
体
験
し
て
、

生
活
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

▼
講
師

山
田
妙
子
先
生

▼
日
時

一
月
十
六
日
　

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
三
時

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

三
階
　
集
会
室

▼
定
員

五
十
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▼
持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル
二
枚
、
飲
み
物

※
受
講
二
時
間
前
ま
で
に
食
事
を
済
ま

せ
、
楽
な
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
　
　
　
　

22
―

6
8
3
9

22
―

2
1
1
7

﹇
ヨ
ガ
﹈
体
験
型
講
座FAX

（火）

（木）

（社）

（木）
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出前児童館のご案内

高　富　児　童　館 22-4750

◆場　所 伊自良支店内
◆時　間 午前10時00分～午前11時30分

11日（木） 25日（木）

子どもと作るかべ絵
（親子でピカソ）

親子で楽しく
あそぼう

学童行事参加者は、1月4日（木）午前9時より各施設ごとに申込受付を開始します。（電話での受付もできます。）
幼児クラブに参加したい人は、クラブへの申し込みが必要です各施設へお尋ねください。
※定員になり次第締め切らせていただきます。※くわしいことは各施設におたずねください。

将棋クラブ

【持ち物】ハンカチ・お茶
14日（日） 09：30～11：00

パン教室
（高富公民館集合・解散）

【持ち物】材料費500円・お茶・エプロン・三角
巾・食器ふき用タオル・ビニール袋

20日（土） 13：15～15：30 15人

マフラーを作ろう

【持ち物】毛糸（極太2玉）
13日（土） 10：00～11：30 10人

新聞紙で遊ぼう

【持ち物】タオル・お茶
17日（水） 10：30～11：30

動物を作って遊ぼう

【持ち物】タオル・お茶
31日（水） 10：30～11：30切り絵教室

【持ち物】しきし 1枚・お茶・ハン
カチ

27日（土） 09：30～11：30 10人

将棋クラブ

【持ち物】ハンカチ・お茶
28日（日） 09：30～11：00

市内の小学生だれでも参加で
きます。一緒に遊びましょう。

学 童 行 事
ピヨピヨクラブ（1歳児）
ケロケロクラブ（2歳児）合同

幼児クラブ

お正月遊びをしよう

【持ち物】お茶
10日（水） 10：30～11：30

ゆかいなおもちゃ作り
【持ち物】お茶

23日（火） 10：30～11：30
24日（水）

いちごクラブ

めろんクラブ 10：30～11：30

いちごクラブ（1歳児）
めろんクラブ（2歳児）合同

幼児クラブ

アイデア工作

子どもげんきはうす 23-2323

【持ち物】ハンカチ・お茶
27日（土） 10：00～11：30 20人

こま作りと遊び

【持ち物】ハンカチ・お茶
13日（土） 10：00～11：30 15人

茶道教室

【持ち物】ハンカチ・お茶
20日（土） 10：00～11：30 20人

学 童 行 事

◆問い合わせ先
＊子どもげんきはうす 23­2323
（子育て支援センター）
＊高富児童館 22­4750
＊社会福祉課 22­6837

市内の小学生だれでも参加で
きます。一緒に遊びましょう。
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地元の食材を使った
ボリューム・栄養満点の
ランチ！

子育てママの学びと交流を目的として、子育て
教室などを開催します。みんなで楽しく子育てし
ましょう。

問い合わせ先
生涯学習課　　22―6845

ティ
ー
ハウ
スハー
ブ
レ
ン
ド
で
は
、先
月

か
ら
ラ
ン
チ（
要
予
約
）を
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、隣
の
香
り
会
館
で
は
、バ
レ
ン
タ

イ
ン
リ
ー
ス（
料
金
は
千
円
か
ら
）作
り
な

ど
が
体
験
で
き
ま
す
。

▼
予
約

ラ
ン
チ
は
二
人
以
上
で
一
週

間
前
ま
で
受
付

▼
開
館
時
間

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
休
館
日

毎
週
火
曜
日
、
年
末
年
始

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

香
り
会
館
　
　

22
―

5
4
0
0

ハ
ー
ブ
レ
ン
ド

27
―

3
9
4
4

日

12日　

時　間

10：00～

内　　容
食育について

（のびっこ教室と合同）

19日　 10：00～
文集作り
手型・足型作り
※汚れてもいい服・タオル

【すくすく教室】◇対象　0～1歳児と保護者

ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の

ラ
ン
チ
は
い
か
が
で
す
か

1月の子育て教室＆子育てサロン

1月の読み聞かせ教室

1月の家庭教育講座

高富中央公民館　 22-3351

日

12日　
時　間

10：00～
内　　容

食育について
（すくすく教室と合同）

26日　 10：00～
パン作り
※エプロン・ビニール袋
参加希望者は12日（金）でに高富
中央公民館に連絡してください。

【のびっこ教室】◇対象　2～3歳児と保護者

日
18日　　

時　間
10：00～

内　　容
パン作り

25日　 10：00～ パン作り

【つくしんぼ教室】◇対象　0～3歳児と保護者

富波公民館　 52-1004

日

26日　　

時　間

10：00～

内　　容

思い出作り
健康アドバイス

（保健師さんが来ます）

【小鳩会】◇対象　0～3歳児と保護者

伊自良老人福祉センター 36-2211

【わくわくランド】
◆会　場 高富中央公民館図書室　　22－3351
◆日　時 1月13日（土）午前10時30分～

【みやまジョイフル倶楽部読み聞かせ教室】
◆会　場 みやまジョイフル倶楽部　　55－2608
◆日　時 1月13日（土）午前10時～

1月19日（金）午前10時～

【お話しピーチク読み聞かせ】
◆会　場 伊自良図書館　　36－3339
◆日　時 1月 6 日（土）午後2時～

1月13日（土）午後2時～
1月20日（土）午後2時～
1月27日（土）午後2時～

講師の先生と一緒に、テーマをもとに子育
てについて考えてみましょう。※託児ありま
す
◆対　象 子育てにかかわる人どなたでも
◆日　時 1月17日（水） 午前10時～正午
◆会　場 桜尾公民館
◆テーマ 「子どもの心にそった

ほめ方、しかり方」

問い合わせ先：山県家庭教育研究所
22―4569（代表：野沢）

日

12日　

時　間

10：00～

内　　容

エアロビ
※室内用シューズ・タオル・飲

み物

【小鳩会】◇対象　0～3歳児と保護者

伊自良中央公民館　 36-3355

・ハンバーグランチA… 1,050円
（ハンバーグ・シーフードパスタ・チキン付
きサラダ・ライス・ドリンク）

・ハンバーグランチB… 1,200円
（ハンバーグランチA＋アイスクリーム・シ
フォンケーキ）

・パスタランチ ………… 800円
（トマトまたはカルボナーラのパスタ・チキ
ンマリネ・ミモザサラダ・パン・ドリンク）

・パスタランチ＋アイスクリーム
………… 1,000円

ランチメニュー

（金）

（金）

（木）
（木）

（金）

（金）

（金）

（金）
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30日（火）受付13:15
～14:00

ふれあい
センター

1月

16日（火） 13:00
～15:00 美山支所

※多重債務関係の相談は弁護士相
談で受け付けます

行政相談

10日（水） 13:00
～14:30

市役所
（3階304会議室）

弁護士相談

毎週
木曜日

9:00
～12:00

美山山村開発
センター

ハッピーライフ（結婚）相談

23日（火） 10:00
～15:00 山県市商工会館

社会保険相談

16日（火） 13:00
～15:00 美山支所

人権擁護相談
2日（火）
3日（水）
7日（日）
8日（祝）

14日（日）
21日（日）
28日（日）

にのみやクリニック 山県市高富

石田内科 山県市福富出口

森医院 山県市高富

岡本医院 山県市佐賀

なりみやクリニック 山県市高富

鳥澤医院 山県市大森

後藤医院 岐阜市三輪

0581―22―1717

058―229―5530

0581―22―1024

0581―22―3687

0581―22―1213

0581―36―2311

058―229―1031

休日診療（診療時間 9：00～15：00、16：00～19：00）

15日（月）

19日（金）

受付13:00
～14:00

ふれあい
センター

構造改善
センター

はみがきけんしん（フッ素塗布）

18日（木）ふれあいセンター

すこやか相談（予約必要）
健康課　　22―6839

25日（木）受付13:30
～15:00

ふれあい
センター

心の相談（予約必要）
社会福祉課　　22―6837

BCG

予防接種

10日（水）受付14:00
～14:15

構造改善
センター

乳幼児健診

1歳6か月児健診

3・4か月児健診

3歳児健診

10・11か月児健診

22日（月）受付10:00
～11:00

ふれあい
センター

乳幼児相談

「ふれあいセンター」は保健福祉ふれあいセンタ

ー、「（伊）老人福祉センター」は伊自良老人福祉

センター、「構造改善センター」は美山構造改善

センター、「（美）中央公民館」は美山中央公民館

31日（水）受付14:00
～14:15

（伊）老人福祉
センター

10日（水）受付13:30
～13:45

構造改善
センター

31日（水）受付13:30
～13:45

（伊）老人福祉
センター

10日（水） 受付14:00
～14:15

構造改善
センター

31日（水） 受付14:00
～14:15

（伊）老人福祉
センター

10日（水） 受付13:00
～13:15

構造改善
センター

31日（水） 受付13:00
～13:15

（伊）老人福祉
センター

▼
期
日

一
月
三
十
日
　

▼
場
所

岐
阜
県
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー

▼
講
演
会

『
農
薬
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
』

・
講
師
　
斉
藤
　
勲
氏
（
東
海
コ
ー
プ
商
品

安
全
品
質
管
理
セ
ン
タ
ー
長
）

・
時
間
　
午
後
一
時
〜
午
後
二
時
三
十
分

・
会
場
　
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

▼
見
学
会

・
パ
ネ
ル
展
示
、
研
究
室
解
放
（
食
品
・
環

境
関
係
の
分
析
機
器
の
説
明
お
よ
び
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）

・
時
間
　
午
後
一
時
〜
午
後
四
時

・
会
場
　
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ホ
ー
ル
お
よ
び
保

健
環
境
研
究
所
棟
（
一
〜
四
階
）

▼
定
員

一
五
○
人
（
先
着
順
）【
入
場
無
料
】

▼
申
込
方
法

「
講
演
会
・
見
学
会
」
参
加
希
望
と
明
示
し

て
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
郵
送
、
F

A
X
、
E
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
で
岐
阜
県
保
健

環
境
研
究
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

住
　
所
　
〒
五
〇
四
―

〇
八
三
八

各
務
原
市
那
加
不
動
丘
一
―

一

電
　
話
　
0
5
8
―

3
8
0
―

2
1
0
0

F
A
X

0
5
8
―

3
7
1
―

5
0
1
6

E
メ
ー
ルhokan
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2月7日までの予定
休 日 診 療： 4 日（日）加藤医院　岐阜市向加野　　058­243­1114
3歳児検診： 7 日（水）受付13：00～14：00 ふれあいセンター
離乳食教室： 2 日（金）10：30～13：00 ふれあいセンター（希望の人は、3日前

までに健康課へご連絡ください。）

（火）
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1月の�

～2月7日

この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届け出をさ
れた、本市に住民登録がある方を掲載しています。
※本市に住民登録があり他の市区町村で届け出をされ、掲載

をご希望の人は市民課（ 22－6827）までご連絡ください。

佐　賀
高　木
梅　原
赤　尾

大　桑
大　門
神　崎

原

佐　野
日　永
青　波
柿　野

3 0 , 9 2 0人（－30人）

男　 1 5 , 1 4 7人（－17人）

女　 1 5 , 7 7 3人（－13人）

世 帯 数　 0 9 , 9 9 5 戸（－08戸）

前月比

人口の動き（平成18年12月1日現在）

28日缶・ペットボトル・
びん・白色トレイ市内全域

収集区域 出せる資源ごみ 収集日 収集時間 収集場所

9:00
～16:00

市役所北
車庫棟24・25

資源ごみ休日収集日
ごみは指定時間（午前7時30分）までに出しましょう

燃える
ご　み

月
・
木
曜
日

火
・
金
曜
日

月
・
木
曜
日

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ
丘・田倉

5日
（2月1日） 24日

25日

22日

23日

16日
17日

18日
19日

26日

30日
31日

9日
（2月2日）

5日
（2月1日）

9日
（2月2日）

10日
（2月5日）

11日
（2月6日）

18日

19日

16日

22日

16日

15日

25日

23日

25日

26日

5日
（2月2日）

8日

9日

6日
（2月3日）

10日

9日

11日

13日

20日

17日

17日

12日

5日
（2月7日）

12日
（2月7日）

15日5日
（2月6日）

5日
（2月5日）

カン・白
色トレイ

びん・ペッ
トボトル

不燃ごみ
粗大ごみ

大北・石田町・山本・双
葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・南
屋敷・石畑・美里

北町・栄町・仲町・本
町1、2、3丁目

共和町

佐賀・見晴台・金池

東深瀬・高木東・阿原

西深瀬

梅原

桜尾

大桑

長滝・平井・掛・松
尾・上願

洞田・小倉・大森・藤
倉・大門

北山

北武芸

原

谷合

乾

富波

岩佐

中洞

高木（高木東・阿原を
除く）

11月の来庁者　8人
●場　所　市役所　徴収対策室
●時　間　午後9時まで
●問い合わせ先　　徴収対策室　　22－6843

税金は納期限までに納めましょう
11月末までの預金・土地などの差押件数…累計45件

「夜間納付窓口」および
「夜間納税相談窓口」開設日
今月は25日（木）です
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〒501­2192
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総務部秘書広報課
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http://www.city.yamagata.gifu.jp/
info@city.gifu­yamagata.lg.jp

発 行

編 集

URL

E-mail

▼
童
話
作
家
で「
お
じ
ん
」の
愛
称
で
親
し
ま

れ
て
い
る
鬼
頭
隆
さ
ん
の
、創
作
”お

じ
ん

“の

童
話
会
を
取
材
。奥
さ
ん
の
紀
子
さ
ん
と
の

朗
読
に
、娘
の
瑞
希
さ
ん
が
ピ
アノ
伴
奏
と
歌

を
つ
け
る
親
子
三
人
に
、光
の
切
り
絵
作
家

の
酒
井
敦
美
さ
ん
の
色
彩
影
絵
で
創
り
出
し

た
幻
想
的
な
世
界
に
魅
了
さ
れ
、瑞
希
さ
ん

の
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
さ
れ
た
歌
詞
、心
の
こ

も
っ
た
歌
い
方
、力
強
い
歌
声
に
感
動
。▼
短

い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
鬼
頭
さ
ん
と
お
話
。な

ぜ
か
心
が
軽
く
な
り「
お
じ
ん
」の
瞳
に
自
分

の
ほ
こ
ろ
ん
だ
顔
が
映
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
た
。初
対
面
で
も
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ

る
、い
つ
も
そ
ば
に
い
て
欲
し
い
存
在
の「
お
じ

ん
」で
し
た
。

（
桐
）

▼
あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
。「
一
年
過
ぎ
る
の
が

早
い
」と
年
配
の
人
の
言
葉
を
思
い
出
し
、自

分
も
年
を
と
っ
た
の
か
な
と
感
じ
ま
す
。▼
年

を
と
っ
て
も
続
け
た
い
ス
ポ
ー
ツ
。こ
の
時
期
は

ス
ノ
ボ
ー
で
す
。友
人
た
ち
の「
寒
い
か
ら
」「
も

う
年
だ
か
ら
」の
言
葉
に
負
け
ず
、シ
ー
ズ
ン

に
は
二
十
回
以
上
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
が
、こ
の
冬
は
世
界
的
に
暖
冬
。皆
さ
ん
に

は
う
れ
し
い
ニュ
ー
ス
。し
か
し
雪
山
を
こ
よ
な

く
愛
す
僕
に
と
っ
て
は
重
大
な
ニュ
ー
ス
。山
だ

け
で
い
い
の
で
た
く
さ
ん
雪
よ
降
れ
と
祈
っ
て

い
ま
す
。

（
橋
）
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TM

町
四
方
（
一
町
の
半
分
）
の
連
続

す
る
方
形
地
割
が
複
数
判
読
で

き
、
居
館
な
い
し
屋
敷
地
が
連
続

し
て
い
た
可
能
性
が
連
想
さ
れ
ま

す
。
調
査
地
は
「
平ひ

ら

田た

地じ

」
と
伝

承
さ
れ
、
平
田
氏
は
土
岐
氏
の
家

臣
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
た
石
碑

（
近
代
に
建
立
）
や
、
方
一
町
四

方
の
方
形
地
割
が
判
読
さ
れ
ま
し

た
。当

遺
跡
は
、
権
力
が
関
わ
り
常

住
性
の
低
い
政
治
的
機
能
を
有
し

た
と
考
え
ら
れ
る
大
桑
城
下
町
遺

跡
（
大
桑
字
市
洞
）
と
、
越
前
堀

跡
や
外
堀
跡
と
一
体
を
成
し
、
総そ

う

構が
ま
え

の
機
能
を
有
し
た
と
考
え
ら
れ

る
四
国
堀
跡
を
隔
て
た
、
谷
の
外

側
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

試
掘
調
査
の
結
果
、
地
籍
図
地

割
軸
と
一
致
し
南
北
方
向
へ
ほ
ぼ

直
線
的
に
延
び
、
検
出
面
で
の
幅

が
約
一
・
四
〜
一
・
七
m
、
地
表

面
か
ら
の
深
さ
は
約
一
・
三
m
を

測
り
、
断
面
は
V
字
形
を
呈
す
る

区
画
溝
の
遺
構
を
検
出
し
ま
し

た
。
こ
の
溝
の
埋
土
か
ら
は
、
か

わ
ら
け
と
呼
ば
れ
る
在
地
で
作
ら

戦
国
時
代
、
美
濃
の
守
護
所
が

置
か
れ
た
と
さ
れ
る
大
桑
の
地
、

そ
こ
に
は
大
桑
城
跡
や
そ
れ
を
取

り
巻
く
大
桑
城
下
町
遺
跡
群
が
所

在
し
て
い
ま
す
。
山
県
市
（
旧
高

富
町
）
で
は
、
平
成
八
年
度
よ
り

大
桑
城
下
町
遺
跡
群
で
、
遺
跡
の

機
能
や
役
割
、
各
時
代
の
生
活
域

の
広
が
り
と
そ
の
変
化
な
ど
、
範

囲
・
内
容
確
認
を
目
的
に
試
掘
調

査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今
回

は
、
平
成
十
八
年
度
に
実
施
し
た

試
掘
調
査
の
成
果
を
中
心
に
、
戦

国
時
代
の
大
桑
の
様
相
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
ま
す
。

栢
野
遺
跡（
大
桑
字
栢
野
地
内
）

で
は
、
明
治
期
地
籍
図
か
ら
方
一

町
四
方
（
約
一
〇
九
m
）
や
方
半

〜
発
掘
調
査
の
成
果
よ
り
〜

れ
た
素
焼
き
の
土
器
が
、
破
片
で

は
あ
る
が
一
定
量
と
、
山
茶
碗
と

呼
ば
れ
る
東
濃
地
方
を
中
心
に
作

ら
れ
た
無
釉
陶
器
の
破
片
が
、
少

量
出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
遺

物
の
編
年
か
ら
、
こ
の
溝
は
戦
国

時
代
に
機
能
し
、
同
時
代
に
埋
没

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な

お
、
こ
の
溝
の
埋
没
し
た
状
況
か

ら
、
東
側
壁
面
よ
り
崩
落
し
た
埋

土
は
、
比
較
的
大
き
な
礫
を
多
く

含
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
な

ら
ば
、
区
画
溝
の
東
側
に
は
西
側

と
は
異
な
る
構
造
物
、
す
な
わ
ち

土
塁
状
の
構
築
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

前 

編�

前 

編�

FAX


